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u ） 族の女性たちは、 おもに織りのパター




























も厳しい生活の中で、女性たちは自分達衣装を愛し、ひっそりと伝統を守り続けている。しか 、既に日常 は民族衣装を着ていない女性も珍しくはない。また、伝統的な染めや織りの技術を放棄し、衣装の材料を市場で購入してい 人たちも多 事実、ロロ族の色鮮やかな衣装は化学染料で染めた布や糸が使われており、その他の装飾品も含め、その多くは中国製である。
ただ、そのことを伝統の衰退・破壊と呼
ぶのは、部外者の身勝手な感傷というものであろう。民族の枠を超えた近代化、市場経済化の波が 少数民族の暮らしを大きく変えている今日、伝統を守ること 意味も手段も異なってきて当然である。伝統を守るという行為の本質は 時代 流れに無理に逆らうことなく続けることにある ではないだろうか。伝統などというものは実は固定的なものではなく、伝統的だ われわれが勝手に思って る衣装も、一〇〇年前にはモダンなモードだったのかもしれないのだから。
（さかた 　しょうぞう／国際交流・研修室）
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白モンの女性（ライチャウ省フォントー県）
ザイ（Giay）族の女性（ハザン省カンティー県）。
ザイ族はサパでも多く見かけるが、サパのザイ族の
衣装とはずいぶん異なる
マンの子供（ライチャウ省フォントー県）
